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l
紙パックをやめ、びんの復活を 、0
荏原焼却炉解体に関する要望書･回答i事務
旧油研工業跡地の産廃施設計画断念にi
みんなの消費生活展から 6

局〒252-0816藤沢市遠藤849-9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

httP:"Comcom.jca・apcorg/"onet/

〆≦言三急映画,露ご烹雪尭幽噺皇｡‘§司完二二恵葛、
られたハリウッド映画で、離婚した妻が去り、残された父と幼い子がけなげに生きる姿

を描いた、泣かせるホームドラマでした。映画の中で冷蔵庫から牛乳入りの紙パックを

取り出す場面が妙に印象に残っています。 紙パックは今ではおなじみの1000ミリ

リットルのものですが、当時の日本ではびん牛乳が一般的だったので物珍しかったのでし

ょう。これがアメリカ文化か、と思ったりしました。それから30年を経たないうちに、

日本でも紙パック牛乳が主流になってしまい、昨今びん牛乳はほとんど見かけません。

ジュース類などにもそれは及んでいます。

思えば、この30年は日本の政治、経済、文化のアメリカ化が急ピッチで進んだ時期

でもあります。「日米は価値観を共有する」とまで一部の政治家をして言わしめるほどで

す。日米安保体制は実質的に軍事同盟化しようとしています。紙パックはその象徴のよ

うではありませんか。アメリカ化に拒否反応が強いヨーロッパではいまもびんの牛乳や

飲料が主流だと聞きます。

さて、いま日本では環境保護運動の一環として紙パックの回収が行われています。

紙パックからトイレットペーパーを再生すれば、それだけ森林の破壊が救われるとい

うわけですが、間違っていませんか。第一、紙パックにはポリエチレンフィルムでラミ

ネート加工されているので、再生の過程でこれを分離するのにかなりの石油や電力を費

やし、それだけ環境への負荷がかかります。更に再生できるのはトイレットペーパーで

あって、紙パックではありません。紙パックは良質なバージンパルプからしか作れない

のです。これでは森林破壊はやみません。紙パックの回収が環境にやさしいという思い

こみがあるのではないでしょうか。

びん牛乳（飲料）に回帰すべきだと思います。かって日本にはびんの回収システムが

完備していました。それを復活したいものです。とはいえ、言うは易しで現実には市場

原理主義をとる最悪の資本主義という壁が立ちはだかっています。それを突破しない限

り私たちは森林破壊の紙パックを使い続けることになるでしょう。 （槐一男)一
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